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△ABCで、２辺AB、ACの中点をＭ、Ｎとする。線分MNについて調べよう。

＜課題１＞ ①長さを測り、中点Ｍ，Ｎを書き入れよう。

②Ｍ、Ｎを結ぼう。

A ③空欄をうめよう

M N AM：AB＝AN：AC＝ ： だから

MN BC、MN：BC＝ ：

B C

上で調べたことから、次の定理が成り立つ。

中点連結定理 (中点連結定理 (中点連結定理 (中点連結定理 (よく使う性質ですよく使う性質ですよく使う性質ですよく使う性質です。。。。使えるように使えるように使えるように使えるように））））

△ABCの２辺AB、ACの中点を、それぞれＭ、Ｎとすると、

ＭＮ ＢＣ 、 ＭＮＭＮ ＢＣ 、 ＭＮＭＮ ＢＣ 、 ＭＮＭＮ ＢＣ 、 ＭＮ＝＝＝＝

＜練習１＞△ABCの辺BC、CA、ABの中点をそれぞれＤ、Ｅ、Ｆとするとき、

△DEFの周りの長さを求めなさい。

計算式

12cm F E 10cm

B C

16cm

＜練習2＞AD∥BCである台形ABCDの辺ABの中点Eから、辺BCに平行な直線をひき、

辺DCとの交点をFとするとき、線分EFの長さを求めなさい。

A D

E F

B C

D

A

4cm

10cm

＜例題 ＞四角形ABCDの辺AB、BC、CD、DAの中点を、それぞれP、Q、R、Sとす

ると、四角形PQRSは平行四辺形であることを証明しなさい。

（証明）AとCを結ぶと、△ABCで、点P、Qは

Ａ S それぞれ辺AB、BCの中点だから、

Ｄ 中点連結定理より

PQ∥ 、 PQ＝ ･･･①

P R 同様に、△ で

SR∥ 、 SR＝ ･･･②

B C

Q ①②より PQ∥ 、 PQ＝

PQRSを線で結ぼう したがって四角形PQRSで、

から

四角形PQRSは である。

＜問題＞ 上の例題で、四角形ABCDの対角線AC、BDの長さが等しいとき、四角形PQRS

はどんな四角形になりますか。また、どうしてでそうなりますか。

S Ｄ 図形

Ａ 理由

R

P

B C

＜練習３＞AB=CDである四角形ABCDの辺AD、BC、対角線BDの中点を、それぞれP、Q、

Rとするとき、△PQRはどんな三角形になりますか。理由も答なさい。
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